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§１．研究成果の概要 

 

 本研究では、社会的関係性を備えた人同士の親しみある触れ合いに伴う時空間近傍での相互

作用を解明し、それらをアルゴリズムレベルで計算・再現する計算論、Computational social touch

の確立を目指している。この目的を達成するため、「ソーシャルタッチのセンシング技術」と「ロボット

によるソーシャルタッチ技術」の，2つの研究を進めた。具体的には、上半身の各部位における対

接触前距離がもたらす印象の変化解明と対接触前距離モデルのロボット実装、人間同士の身体

接触とロボットとの身体接触がもたらす生理的影響の検証、心地よい感覚を伴うソーシャルタッチを

行うためのロボット開発や、ＣＲＥＳＴ内チームとの共同研究によるユマニチュードトレーニング用近

接センシングシステムの開発および触れ合いを伴うインタラクションの神経基盤に向けた研究を進

めた。 

当該年度における基礎研究の発展に寄与する顕著な成果としては、ロボットからの褒めが人々

の技能獲得にもたらす影響の解明に取り組んだ。物理的な身体の有無、褒める際の台数、および

視覚的・物理的接触の効果を検証し、褒める際の台数および物理的接触が有効であることを示し

た。これらの研究成果のうち、褒める際の台数がもたらす効果については報道発表を行い、多くの

メディアでその成果が報道された。 

当該年度における社会・経済に波及する顕著な成果としては、、ヒーリングコミュニケーションデ

バイスの、かまって『ひろちゃん』を用いた高齢者施設での長期間の実証実験を行うとともに、その

取り組みについての報道発表を行い、多くのメディアでその成果が報道された。また協力企業であ

る VSTONE が実施したかまって『ひろちゃん』に関する投資型クラウドファンディングでは、過去最

速の 6 時間で 1千万円の投資金額を達成するなど、上記の報道発表と合わせて社会的に大きな

注目を得た。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）塩見グループ 

① 研究代表者：塩見 昌裕 （国際電気通信基礎技術研究所インタラクション科学研究所 室

長） 

② 研究項目 

・ソーシャルタッチの計算論的解明とロボットへの応用に向けた研究開発 

 

（2）中江グループ 

① 主たる共同研究者：中江 文（大阪大学大学院生命機能研究科 特任教授） 

② 研究項目 

・ソーシャルタッチに関する脳関連活動・生理的尺度の開発と検証 
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